
労働安全衛生規則（抄録）(昭和四十七年九月三十日、労働省令第三十二号) 

 

(有害性の調査) 

第三十四条の三 法第五十七条の四第一項の規定による有害性の調査は、次に定める

ところにより行わなければならない。 

一 変異原性試験、化学物質のがん原性に関し変異原性試験と同等以上の知見を得

ることができる試験又はがん原性試験のうちいずれかの試験を行うこと。 

 

二 組織、設備等に関し有害性の調査を適正に行うため必要な技術的基礎を有する

と認められる試験施設等において行うこと。 

 

２ 前項第二号の試験施設等が具備すべき組織、設備等に関する基準は、厚生労働大

臣が定める。 

 

(新規化学物質の名称、有害性の調査の結果等の届出) 

第三十四条の四 法第五十七条の四第一項の規定による届出をしようとする者は、

様式第四号の三による届書に、当該届出に係る同項に規定する新規化学物質(以下

この節において「新規化学物質」という。)について行つた前条第一項に規定する

有害性の調査の結果を示す書面、当該有害性の調査が同条第二項の厚生労働大臣

が定める基準を具備している試験施設等において行われたことを証する書面及び

当該新規化学物質について予定されている製造又は取扱いの方法を記載した書面

を添えて、厚生労働大臣に提出しなければならない。 


